
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改訂版６年上例題解説 第 17回                    中学受験のヘクトパスカル 

 

(1) 

 ４進法の考え方です。 

 A の１目盛りは 1 

 B の１目盛りは 4 

 C の１目盛りは 4x4＝16 

 D の１目盛りは 4x4x4＝64 

 図の目盛りは， 

A が 3 , B が 2, C が 1， D が 2 

ですから， 

10進法で表すと， 

(1x3)+(4x2)+(16x1)+(64x2) 

=155 

  ↓ 

 155個 

 

 

 

 

 

(2)  

10進法の 99 を 4進法で表します。 

[機械的に計算する方法] 

99 を次々と 4 でわっていき，あまりを右側にかい

ていきます。 

    

 

 

 

 

あまりは DCBA の順に下から上の方向に 

１２０３（イチニゼロサン）と読みます。 

   ↓ 

A・・・3  B・・・0  C・・・2  D・・・1 を指します。 

 

155個 

99 4 
24・・・3 
6・・・0 

4 
4 

1・・・2 

A・・・3  B・・・0  C・・・2  D・・・1 

位が高い 

位が低い 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改訂版６年上例題解説 第 17回                        中学受験のヘクトパスカル 

 
3個目の数字のときに位がかわる 3進法の数え方です。 

(1) 

3進法の２２１を 10進法になおします。 

左から(3x3 の位),(3 の位), (1 の位) ですから， 

 3x3x2 + 3x2 + 1x1 = 25 

        ⇒ 左から 25番目 

 

 

(2) 

10進法の 50 を 3進法になおします。 

      ５０ 

 

 

 

 

したがって，左から 50番目の整数は 1212 です。 

 

 

 

 

3 
16・・・2 
5・・・1 

3 
3 

1・・・2 
下から上に読む  位が高い 

位が低い 

1212 

25番目 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

改訂版６年上例題解説 第 17回                        中学受験のヘクトパスカル 

 
 

「（選ぶ人数＋１人）でわり算をし，その商の票より１票多くとる」という考えです。 

 

２人を選びますから，35人を(2+1=)３でわると， 

 35÷3=11 あまり 2 ⇒ 3人が 11票ずつとったとすると，３人は同数となってしまいます。 

 

したがって， 

A が確実に２位以内に入るには 11+1=12(票)とればよいことになります。 

 

12票 



 

  改訂版６年上例題解説 第 17回                       中学受験のヘクトパスカル 

 

(1) 

105÷(3+1)=26 あまり 1 より， 得票が(26+1=)27票であれば当選確実になります。 

A は当選確実まであと２票たりませんが，まだ(105-70=)35 票残っていますから B,C,D の得票に

よって当選確実になることがあります。 

 

A と他の人（B，C，D）との票差を調べます。(5位の E を除く４人) 

 B が A に追いつく票・・・25-16=9(票) 

 C が A に追いつく票・・・25-12=13(票) 

 D が A に追いつく票・・・25-9=16(票) 

それぞれが上の票をとれば A に追いつき 

４人同票になってしまいます。 

 

３人が追いつくための票の合計は 

9+13+16=38(票) 

 

 

(2) 

当選確実な A を除いた残りの B，C，D の 3人から 2人を選ぶと考えます。 

 

 

 

 

 

しかし，残りの票は 35票しかありませんから， 

A は 1 票もとれなくても「３人全員にそろって

追い抜かれることはない」ことになります。 

 

したがって，A は当選確実です。 

 

 〇 

(1)と同様に B と残り２人の票差を調べます。 

C が B に追いつく票・・・16-12=4(票) 

D が B に追いつく票・・・16-9=7(票) 

 

残りの票は， (35-4-7=)24票です。 

ここで， 

24票を 3人で分けて上位２位に入るためには， 

 

 24÷3=8(票)  

したがって，B はあと 

8+1=9(票)とればよいことになります。 

 

 

 9票 

Bが追いつかれない票数を求める解法 
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(1) 

4 と 9 をのぞいた 0～8 の「変則 8進法」と 

0～7 の数字を使った「普通の 8進法」を対応して 

考えます。 

尚．「～番目？」というのは１０進法です。 

 

・変則 8進法・・・0  1  2  3  5  6  7  8   

・普通 8進法・・・0  1  2  3  4  5  6  7    

部屋番号 275 は「普通の 8進法」で表すと，264 です。 

  ↓ 

普通の 8進法を 10進法に直します。 

 

 2    6    4  

 

(8x8x2)+(8x6)+(1x4) = 128+48+4 = 180(個) 

 

(2) 

(1)の逆を考えます。 

１０進法⇒普通８進法⇒変則８進法 

10進法の 396 を 8進法で表すと 

     396 

 

 

    614・・・普通の 8進法 

これを変則 8進法に対応させると 

715(号室)となります。 

 

8x8 の位 8 の位 1 の位 

180個 

8 
49・・・4 8 
6・・・1 

715号室 
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(1)  

全ての整数を 001 や 031 のように３けた表示をして，一の位の 0，十の位の 0，百の位の 0 を

別々に調べていきます。 

 

 

 

 

 

□□0 のパターン 

 010 

 020 

 030 

 ・・・ 

 090 

 100 

 110 

 120 

 ・・・ 

 490 

 500 

 

 

 

 

一の位が 0  

□0□のパターン 

 100 

 101 

 102 

 ・・・ 

 200 

 201 

 ・・・ 

 300 

 301 

 ・・・ 

 408 

 409 

 500 

 

 

 

十の位が 0 

一の位の０を取り除いて数

えると， 

1～50 ですから，50個です。 

十の位の０を取り除いて数

えると， 

10～50 ですから， 

(50-10+1=)41個です。 

したがって，求める個数は， 

 50+41=91(個) 

 

 

 

 

 

※別解はテキストを参照してください。 

91個 
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連続する整数の和で表す方法は，整数の個数が「奇数個」と「偶数個」に分けます。 

奇数個の場合，真ん中の整数が和の平均になります。 

例えば，９を３数で表す場合， 9÷3=3より，３数の真ん中の数は３になります。 

一方，偶数個の場合，真ん中の整数はありませんから，わり算をしたときに，商が 0.5 刻みになる

ときです。  

例えば，９を２数で表す場合， 9÷2=4.5 より，2 数の真ん中の数は 4.5 となり，そこから左右に

0.5の幅の整数になります。すなわち，4.5-0.5=４ , 4.5+0.5=５ 

これは，既約分数にしたとき分母が２になる整数です。 

 

30 を素因数分解すると， 

 30=2x3x5 より， 

奇数は 3 と 5 ですから， 

  ↓ 

奇数個は，3個のときと 5個のときです。 

 

30÷3=10 ⇒ 10が真ん中で 3数 

9  10  11 

 

30÷5=6 ⇒ 6 が真ん中で 5数 

4  5  6  7  8   

 

偶数個のときを考えます。 

 

2数のとき 30÷2=15・・・× わりきれてしまう 

4数のとき 30÷4=7.5・・・〇 

 7.5-0.5=7   7.5+0.5=8 

         6, 7, 8 ,9 

 

※（30÷4= 
30

4
 = 

15

2
 ）  

偶数個は４数のときだけ。 

したがって，求める方法は上記 3通りです。 

  

 

 

 

9+10+11 

4+5+6+7+8 

6+7+8+9 


